
「保全の仕組み」を評価し、あるべき姿の構築を支援する

MOSMS®診断

 現地で「保全水準評価」
 標準化された130の項目で当会の専門診断員が診断し、

フィードバックします。
➡正確な現状分析、自社の強みと弱みの把握により、

「計画保全体制」の構築につなげます

 自己診断できる自社診断員の育成を支援
➡保全の仕組みづくりをサポート

安全・安定生産には最適な「保全の仕組み」が必須です

現状の
“やり⽅”
（仕組み）

あるべき姿へ
再構築

正確な
現状分析

「強み」「弱み」
の把握

「課題」
明確化

※MOSMS: Maintenance Optimum Strategic Management System
（経営に資する戦略的保全マネジメントシステム）

←MOSMS
について

←診断項⽬
全１３０項⽬

保全⽔準評価
標準化された診断項⽬

（１３０項⽬）

評価結果をもとに
「計画保全体制」の構築

を提案

⾃社を⾃⼰評価できる
診断員の育成・⾃⼰診断

体制の構築



＜キックオフ講習会＞
モデル工場にて保全に関わる上位関係者（経営層から現場管理者
まで）を対象に、「保全経営とは何か」「保全水準評価とは何
か」などの基本コンセプトについて共通認識を持つために、
『キックオフ講習会（意見交換を含む）』を実施します。

＜診断員養成講習会＞
キックオフ講習会後、「自己診断のための仕組みづくり」（貴社
診断員養成）のための講習会を実施します。
 診断対象となるモデル工場および今後社内で診断の中核となる

貴社診断員を育成します。

MOSMS診断の実施フロー
対象となる工場・ライン（モデル工場・ライン）をお選びくだ
さい。

• どのように全体最適の仕組みをつくっていくか、その切り口を
見出すためにMOSMS 診断（保全水準評価）を実施します。

• MOSMS 診断によって見出された強みと弱みを客観的に分析
し、レポートを作成します。

診断から約1ヶ月後にレポートをもとにした報告会を実施します。

＊専⾨診断員は１名を標準としています
＊旅費・交通費は別途となります
＊本診断は、公益社団法⼈⽇本プラントメンテナンス協会の会員に提供するサービスです。
会員外の⽅は別途ご⼊会（会費あり）が必要です https://www.jipm.or.jp/

＜お問合せ＞
公益社団法⼈⽇本プラントメンテナンス協会 企画管理・調査研究部 調査研究チーム
E‐mail：rd@jipm.or.jp Telephone：03‐6865‐6081
東京都千代⽥区神⽥神保町3‐3 神保町SFⅢビル5階

工場・ライン
を選定

自己診断員の
養成（１日）
(キックオフ講習会)
(診断員養成講習会)

診断（２日）
＆

レポート作成

報告会
（半日）

費⽤

計画保全の支援
診断後のプログラムづくり等の支援が必要な場合は、
別途、ご相談ください。

1,815,000〜2,090,000円（税込）


